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制度・くらし 募集 市民かわら版 子育て 健康 講座・教室 イベント

7 月の元気館
子育て講座 ・ イベント
問保育課　℡47-7785　℻20-4201

▶定員…35 組程度（予約制）
▶申し込み…各予約開始日以降、
市ホームページから、または直接
元気館 1階保育課へ。
※窓口予約の受け付けは、祝日を
除く月～金曜の 9：00～ 15：30。
※予約の受け付け終了時には、市
ホームページとすくすくネットか
しわざきでお知らせします。

子育てキラキラ講座

子どもの病気と
上手に付き合う

▶内容…子どもの健康につい
て学びます。
▶講師…小児科医師
▶とき… 7 月 17 日㈬ 13：30
～ 14：30
▶対象… 3 歳以下（未就園）
のお子さんと保護者 1人
※保護者のみの参加も可。
▶予約開始日時…7 月 1日㈪
9：00

親子であ・そ・ぼ！

たなばた
▶内容…短冊を飾り、親子で楽
しいひとときを過ごしましょ
う。
▶とき… 7 月 4 日㈭ 10：30～
11：30
▶対象…3 歳以下（未就園）の
お子さんと保護者 1人
▶予約開始日時…6 月 17 日㈪
9：00

すくすくネット
かしわざき▶

予約は
こちら
▼

予約は
こちら
▼

▶内容…血管年齢測定、ベジチェック、柔道整復師による
相談、こころの健康相談、依存症の相談
▶ところ…元気館

●電話申し込み（℡20-4213）
6月 11日㈫～ 14日㈮　※月～金曜の 8：30～ 17：15。

無料歯科健診・相談は

申し込みが必要です（先着）

歯科健診後、1歳～就学前のお子さんで希望する方に、
フッ化物歯面塗布を行います。申込時に希望をお聞か
せください。
※過去 3カ月以内に塗布経験がある
方は対象外。塗布後 3カ月は乳幼児
健診での塗布はできません。
※歯科健診を希望しない方の参加は
できません。

●二次元コードから申し込み
6月 5日㈬～ 16日㈰

●歯科医師による無料歯科健診と相談
（希望者にフッ化物歯面塗布）

●歯科衛生士による歯みがきコーナー

●食生活改善推進員による試食提供

●年長児、小・中学生の作品展示

●歯みがき人形づくり

この他、お口の健康づくりコーナーでは、
むし歯菌の検査や発音測定、そしゃく能
力判定などが体験できます。
家族で歯の健康を楽しく学べます。

歯の健康展

健康管理センター

問健康推進課　℡20-4213　℻22-1077

6 月 23 日㈰
9：00～ 16：00

申し込みは
こちらから
▼

フッ化物歯面塗布
とき

ところ

内容

同日開催　　体の健康づくりに関する体験コーナー
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※記載のないものは、対象・定員なし、申し込み不要、料金無料。
※市役所への郵便は「〒 945-8511 柏崎市役所○○課」で届きます。

「ひきこもり」について相談
しませんか

▶内容…社会福祉士や精神保健福
祉士などの専門相談員が対応し、
ご本人とご家族に寄り添った支援
を行います。
※市ホームページからも相談の申
し込みができます。
▶対象…市内にお住まいの、おお
むね 15 ～ 60 歳のひきこもり当
事者とその家族（中学校・高等学
校に学籍のある方は除く）
�ひきこもり支援センター
　アマ・テラス　　
　℡ 41-6005
　 22-1077

愛犬のしつけ方教室

▶内容…犬の飼育に関係する法律
やマナー、犬の習性や正しいしつ
け方を学ぶことができます。
▶講師…中村奈都子さん（ドッグ
スクール MARO）
▶とき…６月 23 日㈰・30 日㈰、
７月７日㈰・14 日㈰・20 日㈯
9：30 ～ 11：30
▶ところ…ワークプラザ柏崎
▶対象…全課程参加できる方。犬
は狂犬病などのワクチンを接種済
みで、発情期でないこと
▶定員…12 組（先着）
▶参加料…１組５千円
▶申し込み…6 月 14 日㈮までに、
電話で柏崎保健所へ。
※ 9：00 ～ 17：00 受け付け。
�柏崎保健所　　　
　℡ 22-4180　 22-4190

スマートフォン初心者教室

▶内容…スマートフォンの基本的
な操作方法について学びます。ま
た、スマートフォンを使った AI
新交通「あいくる」の予約方法に
ついても説明します。
▶とき
● 7 月 10 日㈬ 13：00 ～ 15：00
● 7 月 11 日㈭ 10：00 ～正午
▶ところ…市役所 1 階多目的室
▶対象…スマートフォンを使った
ことがない方、初心者
※スマートフォンをお持ちでない
方も参加できます。
▶定員…各回 20 人（先着）
▶持ち物…スマートフォン（お持
ちの方のみ）
▶申し込み…６月 12 日㈬ 10：00
以降、電話または E メール（氏名・
電話番号・申込人数を記入）で、
企画政策課へ。
�企画政策課
　℡ 21-2321　 22-5904
　kikaku@city.kashiwazaki.
　　lg.jp

問健康推進課　℡20-4213　℻22-1077

新潟県は、12 歳児の平均む
し歯数が、23 年連続で日本一
少ないことをご存じですか？　
家庭での健康管理や、園・学校
での啓発、市で行っているフッ
化物洗口などが、効果を発揮し
ているからだと思います。
それでは「19 歳の壁」とは
何でしょうか。高校を卒業し、
進学・就職などで親元を離れた
り、自分で自由に使える時間や
お金ができたりすることで、生
活習慣や食生活が乱れてしまう
ことです。朝ごはんの代わりに

砂糖入り缶コーヒーを飲むよう
になったり、2 リットルの
ジュースを冷蔵庫に常備するよ
うになったりすることで、驚く
ほどのスピードでむし歯が発生
します。歯並びもきれいで、高
校生まではむし歯もなかったよ
うな口の中が、わずかな期間で
虫歯だらけになってしまうのが
残念でなりません。大学生であ
れば長期休みを利用して来院さ
れた時に丁寧に指導し、注意を
促しますが、定期健診が途切れ
てしまうと、かなり重症になる

まで見つけることができませ
ん。むし歯は、人工物を使って
治療しますが、元々の歯に比べ
れば見た目も耐久性も劣りま
す。歯は一度削ってしまうと、
元に戻すことができないため、
大切に守っていただきたいもの
です。
私たち歯科医にとって、むし
歯の無いきれいな歯をいつまで
も持ち続けてもらえるように、
皆さんに正しい情報をお伝えす
ることが一番大切な仕事だと
思っています。「19 歳の壁」を
無事乗り越えて、一生自分の歯
で噛めるように、親の手から離
れる前に、正しい食生活の重要
性と、歯科医院での定期健診の
必要性を、大切なお子さんに伝
えてほしいと思います。

19 歳の壁




